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福井県 公園施設長寿命化計画（概要版） 

１．目的 

福井県公園施設長寿命化計画は、今後老朽化の進展が予想される都市公園施設について、計画

的な維持管理の方針や長寿命化対策を定め、利用者の安全・安心な利用環境の確保を図りつつ、

施設の維持管理や更新予算の縮減や平準化を図ることを目的に、国土交通省「公園施設長寿命化

計画策定指針（案）」に基づき策定したものである。 

２．計画期間（西暦） 〔２０１９年度～２０２８年度（１０箇年）〕 

３．計画対象公園 

  福井県土木部都市計画課が所管する下記７つの都市公園を対象とする。 

①対象公園概要 

公園名 所在地 公園種別
面積 

（ha）

（開園日） 

完成日 
主な公園施設 

丹南総合公園 
越前市余田町、

氷坂町、片屋町
総合公園 15.5 

（H25.9.21）

H27.4.1 

野球場、体育館、 

多目的グラウンド等 

奥越ふれあい公園 大野市上篠座 総合公園 19.6 
（H5.6.1） 

H12.12.25 

陸上競技場、テニス場 

多目的グラウンド等 

トリムパークかなづ あわら市山室他 総合公園 20.0 
（H8.6.14）

H15.4.1 

多目的体育館、弓道場 

ﾃﾆｽ場、多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等

若狭総合公園 小浜市北塩屋 総合公園 16.0 
（H5.4.27）

H11.4.20 

温水プール、 

多目的休養施設等 

臨海中央公園 
福井市白方町 

坂井市三国町 
地区公園 5.0 

（H3.4.1） 

H6.4.1 

ソフトボール場 

テニス場 

若狭の里公園 小浜市遠敷2丁目 近隣公園 1.9 S57.3.31 修景池、四阿等 

三里浜緩衝緑地 
福井市白方町他

坂井市三国町他
緩衝緑地 134.4 

（S54.10.1）

S59.7.1 

砂丘の森広場、 

展望台等 

４．計画対象公園施設 

①対象公園施設数 

園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設 教養施設 便益施設 

350 66 135 42 101 9 76 

管理施設 災害応急対策施設 その他 合計 

609 0 22 1,410 



５．これまでの維持管理状況 

丹南総合公園など４総合公園と若狭の里公園については、指定管理者制度を導入し、三里浜緩

衝緑地、臨海中央公園については、直営により維持管理を行っている。 

遊戯施設は各管理者により国土交通省「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」およ

び社団法人 日本公園施設業協会（JPFA）が策定した「遊具の安全に関する基準 JPFA-SP-S：2014」

に基づき毎年１回の定期点検を実施している。 

これらの点検により異常を発見した場合、緊急度の高いものからに適切な方法で対処している。

６．健全度を把握するための点検調査結果の概要（個別施設の状態等） 

 点検調査は２０１８年７月から２０１９年１月までの期間に実施した。 

1 一般施設、土木構造物、建築物 

国土交通省の公園施設長寿命化計画策定指針に則り、健全度調査を実施した。 

健全度調査は遊戯施設を除く 1,368 施設のうち予防保全型管理の候補とした 163 施設につ

いて実施した。 

2 遊具等 

国土交通省「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」および社団法人 日本公園施

設業協会（JPFA）が策定した「遊具の安全に関する基準 JPFA-SP-S：2014」に基づき毎年実

施している定期点検結果を調査結果とした。 

3 各種設備 

法令等で点検が必要な施設について、点検を実施した。 

７．対策の優先順位の考え方 

対策の優先順位は、劣化が進行した施設で、施設の利用状況や施設の性質を考慮し、遊戯施

設など公園利用者が直接手に触れる施設や運動施設を優先する。次に照明など公園を利用する

ための施設を優先的に取り組むこととする。 

８．対策内容と実施時期 

①日常的な維持管理に関する基本的方針 

維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検は、各指定管理者等により随時実施し、公園施設

の機能の保全と安全性を維持するとともに、施設の劣化や損傷を把握する。 

 公園施設の異常が発見された場合は、使用を中止し事故等を予防する。また、建築物や遊戯

施設に異常が発見された場合は、程度により専門家による点検を行う。 

a. 一般施設等、c.土木構造物等、d.建築物等 

・日常点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、利用禁止の措置を行う。また建築物等予防

保全型管理を実施する施設については必要に応じ専門家による点検を実施し、位置付けた

上で施設の補修、もしくは更新を実施する。 

b.遊具等 

・日常点検および年１回実施する定期点検により施設の劣化および損傷を把握する。 

・施設の劣化や損傷を把握した場合、利用禁止とする。 

・年１回実施する定期点検の結果を健全度調査として活用し、対象施設の補修、もしくは更

新を位置付けたうえで措置を行う。 

e.その他設備等 

・法で定める定期点検を健全度調査として活用する。 



②公園施設の長寿命化のための基本方針 

１ 予防保全型に類型した施設 

  ・健全度判定Ｃ、Ｄの施設を優先して対策する。 

  ・事後・予防の類型はライフサイクルコストの算定結果を踏まえて確定する。 

  ・毎年の定期点検を行う遊具や設備以外の公園施設（a.一般施設、c.土木構造物、d.建築物）に

ついては、５年に１回の健全度調査を実施し、施設の劣化損傷状況を確認する。 

  ・使用見込み期間は、「公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】（平成３０年１０月国土交

通省都市局公園緑地・景観課）における表-13 使用見込み期間の設定例」を前提に、健全度調

査実施時点においての経過年数を考慮して設定する。 

  b.遊具等、e.その他設備等 

  ・日常点検および年１回実施する定期点検により施設の劣化および損傷を把握する。 

  ・点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、消耗材の交換等を行うほか、必要に応じて利用禁止

の措置を行う。 

  ・定期点検の結果を健全度調査として活用し、施設の補修、もしくは更新を位置付けたうえで措

置する。 

  d.建築物等 

  ・100 ㎡を超える特殊建築物は法で定める３年に１回以上の定期点検を実施し健全度調査として

活用する。

 ２ 事後保全型に類型した施設 

  ・健全度調査を実施しないため、維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検で公園施設の機能の

保全と安全性を維持する。 

  ・日常点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、施設の補修もしくは更新を行う。 

  ・使用見込み期間は、「公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】（平成３０年１０月国土交

通省都市局公園緑地・景観課）における表-13 使用見込み期間の設定例」を前提に、健全度調

査実施時点においての経過年数を考慮して設定する。 

 ３ 植栽の扱い 

  ・各公園の植栽の特色等を踏まえ管理する。 

９．計画の見直し予定 

①計画の見直し予定年度（西暦）：〔２０２３年度〕 

②見直し時期、見直しの考え方など

・次回以降の健全度調査の結果が、長寿命化計画で定めた内容と著しく乖離を生じた場合には、

長寿命化計画の見直しを行う。 

・日常管理や法定点検で異常が確認された場合は、必要に応じ長寿命化計画の見直しを行う。 


